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船舶事故調査報告書 

 

                               令和２年９月９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突（波除堤） 

発生日時 不明（令和元年９月２８日 日出前～０４時３０分ごろの間） 

発生場所 北海道函館港弁天町波除堤 

 函館港西副防波堤灯台から真方位１５８°１,２５０ｍ付近 

 （概位 北緯４１°４７.１′ 東経１４０°４２.３′） 

事故の概要  プレジャーボート春
しゅん

陽
よう

は、航行中、波除堤に衝突した。 

 春陽は、船長が死亡し、船首船底部に破口等を生じて沈没した。 

事故調査の経過  令和元年９月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 春陽、５トン未満 

２０２－５３２５北海道、個人所有 

８.３０ｍ（Lr）×２.４２ｍ×０.６９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１３２.３９kＷ、平成９年３月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７１歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成５年３月１９日 

  免許証交付日 平成２９年１０月４日 

         （令和５年８月７日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 本船 船首船底部に破口等、沈没（全損） 

波除堤 衝突痕 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期 

日出時刻：０５時３０分ごろ、常用薄明開始時刻：０５時０２分ごろ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、令和元年９月２８日日出前、函館

港内のマリーナ（以下「本件マリーナ」という。）を出航し、同港内

を航行中、弁天町波除堤に衝突した。 

船長の家族は、０４時３０分ごろ、船長から本船が何かにぶつかっ

て転覆しそうである旨の電話連絡を受けたものの、すぐに通話が切

れ、船長に電話連絡をしたところ、数秒間水の流れる音が聞こえた
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後、再び通話が切れたので、０４時３６分ごろ、海上保安庁に本事故

の発生を通報した。 

本船は、本件マリーナ付近で船首部を上にして半沈没状態となって

いるところを、本件マリーナを出航した別のプレジャーボートの船長

によって発見され、０４時４７分ごろ通報された。 

 船長は、巡視艇及び巡視船搭載艇が来援して本船の操舵室から発見

された後、救急車で北海道函館市内の病院に搬送され、医師により死

因が溺水による窒息と検案された。 

 本船は、陸揚げされた後、解撤された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船、写真２ 本船の船首

船底部の損傷状況 参照） 

 その他の事項 本件マリーナを出航する小型船舶は、函館港外に向かう際、弁天町

波除堤付近にある函館港西防波堤南端の切り通しを日常的に使用して

いた。 

船長は、忙しい時期を除いて月に１回程度本船で釣りを行ってお

り、その際、０３時ごろから０４時ごろの間に自宅を出発し、本船で

釣りを行った後、１２時ごろから１５時ごろの間に帰宅していた。 

船長は、本事故当日、体調に異常はなかった。 

船長は、発見された際、黒色の上着と紺色のズボンを着用してお

り、救命胴衣を着用していなかった。 

本船は、現場調査時、操舵室内にＧＰＳプロッターがあり、船長の

救命胴衣が同室内の物入れに収納されていた。 

弁天町波除堤東端には、本船との衝突痕が残っていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

本船は、函館港内を航行中、弁天町波除堤に衝突したものと考えら

れるが、船長が本事故で死亡しており、目撃者がいないことから、衝

突に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

船長の死因は、溺水による窒息であった。 

本船は、弁天町波除堤に衝突し、船長が船長の家族に連絡した後、

本件マリーナ付近で沈没しているのを発見されたことから、本件マリ

ーナに帰航中に船首船底部の破口から浸水して沈没したものと考えら

れる。 

原因 本事故は、夜間、本船が函館港内を航行中、弁天町波除堤に衝突し

たものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・夜間、港内を航行する際は、目視及びＧＰＳプロッターを併用し
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て見張りを適切に行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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写真１ 本船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本船の船首船底部の損傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


